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　「忘れ物ない？」と私。「うん、大丈夫。
今日はどこで待っててくれる？」と娘。
「北大路にするわ。」と私が言い終える前
に気が逸るのか、もう玄関からは娘の背中
にあるランドセルしか見えない。いつも学
校まで送っている主人も慌てて娘を追いか
けている。8月27日夏休みが終わり早くも
学校が始まった。結局昨日までかかった宿
題やお道具箱の入った大きな袋を抱え、元
気よく出て行った。
　「彩のノートを見て先生が、すごいなー
って褒めてくれはった。」汗だくの娘が学
校からの帰り道嬉しそうに話す。分厚いノ
ートの最後のページには、赤いマジックで
感想と共に、：このノートは彩さんの宝物
ですね。大切にして下さい。：と担任から
のメッセージが記されていた。「頑張った
もんなー。」と褒めると「うん、お兄ちゃ
んと一杯写真撮ったもん。」得意げに娘が
言う。
　夏休みを利用して、息子の居るイギリス
に家族で出かけた。10日間の日程で最初の
３日間は、週末の土曜日にいつも息子が参
加しているサッカーチームの練習があり、
丁度試合をするというので三人で観戦に出
かけた。

　翌日からは息子も合流して共に世界遺産
であるフランスのモン･サン･ミッシェルを
見にユーロスターに乗りフランスへ渡った。
３日間の滞在で、一度ロンドンへ戻りレン
タカーを借りてそのまま今度は息子が５年
間の中学・高校生活を送ったバンブリーと
いう街に向かい３日間を過ごし、最後の３
日間はロンドンに戻るという結構ハードな
スケジュールであった。
　初日、ヒースローに運転手さんのジョン
と共に迎えに来てくれた息子は、３週間前
に日本に戻っていた時よりスマートに見え
る。「上げ膳据え膳の日本での生活が夢の
よう。」と何時も言っていたが、卒論に追
われ時間のない中での自炊生活はきついだ
ろうなーと少し不憫に思えた。
　早速ここ数年主人が気に入っているラン
ガムホテルに向かう。ホテルの地下には重
厚な外見からは想像できない程近代的な造
りのスパやプールがあり、５階からは顧客
専用のクラブラウンジになっていて、朝食
はじめいつでもゆったりと寛げるラウンジ
には日本の新聞があり、４人のコンシェル
ジェのなかに日本人が一人いて、英語の苦
手な私にとっても過ごしやすいホテルであ
る。息子が「高級やからあまり行けない。」
と言う中華料理屋で夕食を終え、時差ぼけ
で３時過ぎまでグズグズと起きている娘を
寝かしつけ長い一日を終えた。
　翌日からは息子の下宿に行き、常々息子
との電話での会話に出てくる人物や場所を
訪ねた。ティーは息子行きつけの近くの小
さなスーパーの息子で、夜間の外出や日常
の困りごとに力になってくれる一人。特に
この地域はベトナム人が多くティーの店に

も、風邪や食欲不振になった時必ず息子が
食べる土しょうがや豆腐があるので、アジ
ア人には生活し易い場所であり、学生や芸
術家も多いのでおしゃれな個展はピカデリ
ーのような中心地ではなく、下宿近くの画
廊で開かれる事も多い。
　早速日本からお土産に持参した一保堂の
宇治清水を渡すと、「ありがとう。」とテ
ィーが息子に習ったという日本語で言って
くれた。
　お昼は近くのパブに行く。雑誌にもよく
載るというこの店は、ビールの種類が豊富
で「ママきっと好きやで。」と息子がセレ
クトしてくれたフルーツビールは本当に美
味しかった。パブにはそれぞれにオリジナ
ル料理があるらしく、これがまた美味しく
気がつけばもう３時間近くになる。いつも
は退屈で「どっか行こう。」と言う娘も、
何度も家に泊まりに来てくれて何時も楽し
く遊んでくれるＫ君が一緒なので、ご機嫌
にテラスを走り廻っている。
　土曜日には下宿近くのリージェントパー
クにサッカーを見に行った。「ロンドンは
人も車も多すぎてストレスたまるわー。」
と何時も言う息子の息抜きが、この週に一
度のサッカーである。広い公園だとは聞い
ていたけれど「あそこに見えてる建物がレ
ストランやからそこで見てたら。」指差さ
れた建物までは２k m位はある。広大な敷
地の中では何組ものチームが其々にプレー
を楽しんでいる。
　ロンドン在住の日本人ばかりで構成され
たこのチームは学生から医師まで職種も多
彩。ただ歴史は古く本格的な練習で遠征試
合もこなす。息子の友人で共に参加してい

るＳ君は、日本では幼い頃よりサッカーの
西日本代表で、高校からイタリアにサッカ
ー留学をしていたという実力の持ち主。
「あいつサッカーになったら人が変わった
みたいに燃えよるわ。」と息子が言う。
　木陰とはいえ日差しがきつく、隣にある
動物園に行こうと場所を離れたが、娘は来
る道沿いにあった公園が気がかりで、結局
息子のサッカーが終わる５時近くまでその
公園で遊んだ。
　息子が行きたがっていたロンドンで一番
古いローストビーフの店にも、息子のルー
ムメイトのＫ君・Ｒ君と共に出掛けた。久
しぶりに見る息子達の正装姿はもう立派な
大人の感じがした。
　「どうしても彩の大好きなラピュタのモ
デルになったモン･サン･ミッシェルを見せ
てやりたい。」と言う息子の一言から、フ
ランスにも行った。レンヌという田舎町で
早朝に立ち寄ったパン屋で買ったクロワッ
サンの美味しかった事。息子が過ごしたバ
ンブリーの町。訪ねるたびに三人で食事を
した中華料理店。日本を思い寂しくなると
絵を描いていた学校の美術塔。先輩達にい
つも先を越され日本への電話が出来ず、泣
きながら夜の校庭を駆け抜けて電話をして
きた道路脇の公衆電話。運転に疲れた主人
が一日寝て過ごした日、雨降りの中散歩に
出た娘も寝息を立てている。息子と二人ホ
テルのパブでビールを飲みながら長い時間
いろいろな話をした。
　娘がまとめた一冊のノートからは写真と
共に旅の思い出が蘇ってくる。

―お知らせ―

　Vol.43にてご紹介させて頂きました当社の新企画商品「スペースセラピー」の

モデルがやっと完成いたしました。

　詳細はVol.43 をお読み頂きたいのですが、スペースセラピーとは社内にエネ

ルギーの漲る空間（パワーゾーン）を構築することで、社長をはじめ全社員さん

が、生き生きとエネルギッシュに活動でき、至っては会社の成長発展に貢献しよ

うという空間創造です。

　今までのデザイン重視、機能性重視の空間作りではなく、全く違う視点から空

間を追求していきます。会社の理念や目標、創業の想いなど、一言では言い表せ

ない想い。紙に書いて額に入れて、皆で唱和していてもなかなか伝わらない想い。

しかしこの想いを伝えないとこの会社の意味がないという部分。伝える先は社員

さんであり、お客様であり、関わる人全てに。そしてこの想いが毎日伝えられた

なら、社員さんはどれだけ生き生きと前向きに活動してくれるであろう。そんな

深い想いを専門カウンセラーによるカウンセリング、デザイナーによるインタビ

ューを経て、クライアントの意識の奥底にまでアプローチし、真に求めている空

間を具現化していきます。

　先ずは弊社をモデルとしました。弊社の理念は「我社は空間創造を通して、まごころを提供し、お客様の喜びをわが喜びとする企業である」

です。簡単に言うと「まごころの提供と喜びの共感」です。社長、専務を中心にカウンセリングを進めていくうちに気付いた事。簡潔に表現し

ますと、それは「お金で動機付かない会社」「規模で動機付かない会社」という事でした。弊社の一番動機付く環境とは、「お客様の喜んでい

る顔」「取引業者様の喜んでいる顔」「社員さんの喜んでいる顔」そんな顔を見たいという想いが会社のエネルギー源であったのです。

（簡単なようで驚きの一瞬です）そして出来上がったプランをみて驚き納得です。スペースセラピースタッフの能力の高さにも納得です。

　読者の皆様、弊社のエネルギーを体感しに是非一度事務所までおいでください。お待ちいたしております。

　「スペースセラピー」という組織は山庄のスタッフをはじめ、カウンセラー、デザイナーと精鋭によって構成された独立組織です。

きっと皆様のお役に立てるものと確信いたしております。ご希望の方にはパンフレットをお届けさせて頂きます。

TEL、FAX、メールいずれからでもご請求ください。どうぞよろしくお願い致します。                                 

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k-miyagawa@yamasyo.net                  宮 川  浩 一

山庄事務所改装工事「スペースセラピー」完成しました!!
http://www.yamasyo.net



　昨年７月の息子の大学の卒業式に出席し

て以来、この８月に約１年振りに渡英した。

今回はロンドン滞在後フランス西海岸へ、

再び英国に戻り懐かしのコッツウォールズ

へというスケジュール。

　昨年の英国は大変暑く、おまけに卒業式

に参列するのでそれなりの正装であった為、

閉口したものである。その想いがあったた

め今回は夏仕様の洋服のみ持参。これが大

きな間違い。最高気温が２０℃前後。朝晩

は肌寒いほどの気候。滞在したホテルから

近くの公園へ朝散歩に出掛けたが、ショー

トパンツにＴシャツでは何とも寒く、薄手

のセーターを買う羽目になった。

　ロンドン・ウォータールー駅からユーロ

スターに乗り、ドーバー海峡下のトンネル

をくぐり、パリ・北駅へ。タクシーでパリ

・モンパルナス駅へ向かい、そこからＴＧ

Ｖでレンヌ駅へ。ここからレンタカーを借

りてホテルへ。左ハンドル右側通行。ラウ

ンド・アバウトに入る前には「曲がったら

右側車線へ！」と声に出しながらの運転。

一寸スリルを味わいながらのドライブとな

った。カーナビゲーションの取り扱いに手

間取り、ホテルに到着したのが夜９時前。

遅めの夕食をとり就寝。

　フランス西海岸へはモン･サン･ミシェル

詣でが主目的。以前息子がこの地を訪れ、

余りの素晴らしさに今回是非一緒に行こう

ということから実現した。

　フランス人牧師オベールがミカエルから

「この岩山に聖堂を建てよ」と夢の中でお

告げを受けたが、悪魔の悪戯と思い２回は

無視。３回目ミカエルはオベールの額に指

を触れ再々のお告げ。目を覚まし自分の頭

に穴が開いていることに気付きお告げが本

物であると思い礼拝堂を造ったと言われて

いる。これが平安京が出来る百年近くも前

の話し。966年にはノルマンディ公リチャ

ード１世がベネディクト会の修道院を建て、

増改築を経て13世紀頃にほぼ現在の姿に。

フランス革命の折に修道院は一時廃止され

国の監獄として使用されていたが再び修道

院に。

　モン･サン･ミシェルがあるこの地域はヨ

ーロッパの中でも特に潮の干満が激しい場

所で、19世紀に陸との間に堤防を造り鉄道

・道路が出来るまでは巡礼者は潮が引いた

時に行き来していたそうで、潮に飲まれて

命を落とした人が多くいたと言われている。

堤防を造ったために潮流が堰き止められ約

百年の間に２ｍもの砂が堆積してしまい環

境破壊に繋がっているとのことで、2009

年には堤防（道路）を壊し2010年に代替

の橋が架けられることになったと言う。

　モン･サン･ミシェルへの一本道は車で大

渋滞。その両側には広大な駐車場が。車・

車・車。人・人・人。４ユーロの駐車料金

を払い、パン屋に嫁いだ女性が巡礼者に食

べて貰おうと考案した名物のふわっとした

オムレツのある店や土産物のある街を抜け、

坂を登るとメインの修道院の入口。８ユー

ロのチケットを買い中へ入ると修道院付属

の教会・礼拝堂が。見学には数時間は掛か

り、高低差も半端ではない。大昔によくぞ

このような建物を造ったものだ。

　モン･サン･ミシェルには年間350万人ほ

どが訪れるそうで、平均しても１日１万人

弱。往復の大渋滞、さもありなん。

　逆コースでイギリスに戻り、外灯も無い

真っ暗な雨降る夜の田舎道を車で飛ばし、

以前にコッツウォールズ巡りをした際に拠

点として宿泊したブロードウェイにある懐

かしいホテルへ。

　16世紀中頃に建てられたこのホテル。歩

けば床がギシギシと音をたて、風呂の湯を

はるのに長時間待たねばならないことなど

あるものの、私のお気に入りのホテルであ

る。車の運転があるために我慢していたお

酒を立て続けに飲み、その夜はぐっすりと�

眠った。

　翌早朝は昨夜とは打って変わって素晴
らしい天気。一人ホテルを抜け出し、緑豊

かで実に綺麗な町並みを散歩。蜂蜜色をし

たライムストーンで建てられた家々のまわ

りには綺麗な花が飾られ、あたかもお伽話

の世界に紛れ込んだかの如く錯覚を覚える

のは前回と同じ。時間の流れも日本とは全

く違い、ゆったりとしていて実に気持ちが

良い。朝日に照らされた町のなんと綺麗で

あったことか。

　このブロードウェイから車で数十分ほど

走ったところに、息子が在籍していたパブ

リックスクールがある。当然のことながら

立ち寄った。「懐かしいなぁ～」と呟く息

子とゲスト受付へ行ってみると、息子がお

世話になった先生がお二人いらっしゃり、

暫し歓談。

　彼が在籍していた頃に描いた絵が飾られ

ている部屋に案内していただき、既に退職

された校長先生や寮長先生の近況などをお

聞きしながら、息子はそこでも「懐かしい

なぁ～」を連発。校内見学の許可をいただ

き、家族で寮や食堂、講堂やプールなどを

見て回った。

　息子のクラスメートの家がこの学校のす

ぐ近くにあり、事前にお電話をしてお邪魔

することとしていた。奥様は近々個展を開

かれるとのことでその準備にお忙しい中、

ティーをいただきながら僅かな時間ではあ

ったが旧交を温めることが出来た。以前何

回か足を運んだことがある中華料理店にも

行き昼食をとったが、止めて欲しい中国の

音楽は今回も同じように流されていた。

　13歳で単身英国に渡り10年が経過。今年

10月には大学院の卒業を控え、卒論の準備

に忙しい中、暫し家族で一緒に過ごすこと

が出来たことを有難く思う。

　パブリックスクール卒業後に帰国する予

定が、変更・変更で現在に至る。長い時間

が過ぎた。卒業後は恐らく英国で就職とい

う可能性がかなり高くなってきた。

　最高気温が２０℃前後のヨーロッパにい

る間に、日本某所では４０℃を越す猛暑だ

ったと聞かされ、心して帰国はしたものの

温度差２０℃は如何ともし難く、且つドラ

イな気候とウェットな気候の違いが加味さ

れて、帰国直後は半分以上「死んで」おり

ました。

（モン・サン・ミシェル全景）

フランスで宿泊したホテル
ベランダからの海の風景（　　　　　　　　　　）

シンク下、天袋のお手入れ法！
２ヶ月に１度は中のものを取り出してお掃除を！

排水管のつまりにはお湯とドライヤー！

湿気やニオイがこもりがちなシンク下は、ゴ
キブリやカビが好む場所なので、いつでも清
潔にしておきましょう。しょう油などの液体
調味料は、キャビネットの床面に直接置くと
汚れやすくなるので、トレイか新聞紙等を敷
いた上に置くのがポイントです。
シンク下のお手入れは、始めに掃除機でホコ
リやゴミを吸い取り、台所用中性洗剤をつけ
た雑巾で汚れを落とします。そして、熱めの
お湯でしぼった雑巾でよく拭き取ります。
キャビネットの外側や取っ手は、住宅用洗剤
をつけた雑巾で丁寧に拭きましょう！

●キャビネットの中が乾いたら全体に消毒用エタノールをスプレーするか、布に浸して

　拭けば殺菌・消臭できます。　

天袋のお手入れは、シンク下と同じ要領で
やりましょう。天袋が引き戸の場合は、汚
れが滑りを悪くする原因にもなりかねませ
ん。住宅用洗剤をつけた古歯ブラシで鴨居
の汚れを取り、湯拭きして乾いてからロウ
を塗ると滑りが良くなり、汚れ防止にもな
ります。

●キャビネットの中は湿気がちなので、晴れた日には戸を開け放って換気しましよう。

排水管がつまった時は、野菜をゆでた後の熱湯を流すのがコツです。排水パイプのＳ字
部分がつまった時は、ドライヤーで数分温めてからお湯を流すと効果的です。
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－そのルーツと未来－

2007年 9月15日(土)～10月14日(日)

京都市左京区田中関田町2-7
（百万遍交差点西100ｍ）　
TEL.075-751-1777／FAX.075-762-6262
URL　http://www.shibunkaku.co.jp/artm/

思 文 閣 美 術 館

□開館時間：午前10時～午後5時　

□休 館 日：月曜日

□入 館 料：一  般 800円(600円)

            高大生 500円(350円)

            小中生以下無料

         　 ( )内は団体10名様以上・前売料金

公募展「第４回全国裂織展」京都移動展

　裂織とは古布を裂き、織り上げることで再度布として

甦らせた織物ですが、この裂織のルーツは、貴重品であ

った木綿布を、大切に最後まで無駄なく使い切ろうとす

る先人の知恵から生れた究極のリサイクルでした。

  本展では田中忠三郎氏のコレクションを中心に裂織の

ルーツを辿ると共に、地元京都府の裂織も紹介し、先人

の知恵と物を大事にする心から生れた文化を検証して、

その心に触れたいと思います。

　また、公募展「第４回全国裂織展」の入選作品を展示

し、現代、アートとして注目を集めている裂織の未来へ

の可能性を探ります。

裂織展
（さきおり）

【記念講演会】
　「裂織の未来性」
　　9月29日　14:00
　　講師：眞田岳彦氏
　　（衣服造形家　女子美術大学 大学院教授）

　　※先着100名（午後１時より整理券を配布）

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

ドンジャ（夜着） 田中忠三郎 蔵 

名前：小西 達也

(２５才）

趣味：ゴルフ、サッカー、
　　　スノーボード

　山庄に入社し、あっという間に２ヶ月

が経ちました。この会社は個性が強い人

が多く、面白そうな会社だなというのが

第一印象でした。また若い自分の意見に

も耳を傾けてもらえ、結構自由に楽しく

仕事をさせてもらっています。

　まだまだ経験・知識不足な面がありま

すが、それを少しでもカバーできる人柄

の良さという面でも成長していきたいと

思います。これからもどうぞ宜しくお願

いいたします。

　


